
平成30年度 食育推進に係る実践報告書 

学校名 坂町立横浜小学校 

 

１ 学校における食育の現状（昨年度からの課題等） 

 前年度の食に関する実態調査のアンケートから，主食・副食・副菜がそろった朝食を食べることが大切だと

考えている児童の割合は96.4％と高い値であるが，実際に食べている児童は54.9%と低い値である。そのため， 

児童への指導を行うと共に，保護者に対して，多忙な朝の朝食準備の工夫を紹介するなど情報発信が必要であ

る。また，坂町では礼節を基本とした指導を実施しており，食育からは食事のマナーについての指導を実施し

ている。昨年度のアンケートでは，食事の時，食器やはしの持ち方のきまり，よい姿勢で食べるなどマナーを

守って食べていると答えた児童は 82.2％であった。今年度も指導を継続して実施し，マナーを守って食べる児

童の割合を維持していきたいと考える。 

 

２ 学校の食育に係る目標（成果指標・目標値） 

・主食・副食・副菜がそろった朝食を食べている児童の割合を６割とすること。 

・食器やはしの持ち方のきまり，よい姿勢で食べるなどマナーを守って食べる児童の割合を９割とすること。 

 

３ 食育の目標に対する具体的な取組   

 【取組１】（テーマ） 特別活動の時間「元気のでる朝ごはんを考えよう」          

10 月 18 日(木），３年生を対象に朝ごはんの大切さについて指導を実施した。朝ごはんのはたらきや，

バランスがとれた朝ごはんの内容について「３つの目覚ましスイッチ」という視点で話を行った。 

朝ごはんの働きについて尋ねると，「のうのスイッチ」「体のスイッチ」という２つのスイッチについて

知っている児童は多かったが，「おなかのスイッチ」について答えた児童は少なかった。そのため，朝ご

はんを食べると腸が活発に動き出し，排便をしやすくする働きがあることを強調して伝えた。学習の最後

には自分が食べた朝ごはんを振り返り，足りない栄養を付け足すことでバランスのとれた朝ごはんにする

など，学んだことを実生活へ活かせるような指導とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

のうのスイッチ！ 

体温が上がって元気になる 

体のスイッチ！ 

頭のはたらきがよくなる 

おなかのスイッチ！ 

うんちがしたくなる 

３つの目覚ましスイッチが入った朝ごはんを食べて朝から元気いっぱいになるぞ！ 

野菜だけでなく果物をとりいれると，緑のグループがうまってバランスが整った朝ごは

んになった。これからはバナナやみかんも食べたいなと思った。 

児童の感想 



 【取組２】（テーマ） 簡単朝ごはんレシピの啓発                  

 試食会で実施した保護者アンケートから，「簡単に作れる朝ごはんレシピが知りたい」という意見が多数寄せ

られた。そのため，給食だよりを活用して，忙しい朝でも簡単に作れる朝ごはんレシピを作成し配布した。 

 簡単に作れることを重視し，ガスコンロを使わずに電子レンジで調理ができたり，包丁を使わなくても手で

ちぎることで調理ができる食材を使ったりするなど，短時間で効率的に作ることができるレシピを掲載した。 

また，児童にとっても簡単に作れるレシピばかりなので，長期休業中に活用できるよう配布時期にも考慮した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【取組３】（テーマ） 食事のマナーに関する活動                 

 まず，年度初めの職員会議で，教職員にむけて「はしの正しい持ち方」「正しい配膳の仕方」について

研修した。毎日の学校給食を通して児童に周知し習慣化を図ることは，マナーを守って食べることにつな

がる。そのためには，まずは教員がお手本となり，児童に対して継続して指導を実践していくことが大切

であると考え実施した。 

 １年生の保護者を対象に実施した試食会では，「はしの正しい持ち方」のポイントを説明した。はしを

正しく持つことができれば，食べこぼしなどを防ぐことにもつながるため，一年生の時から家庭でも意識

して練習してほしいことを伝えた。また，参観日では，１年生の児童と保護者を対象に「はしの正しい持

ち方」を練習し，スポンジや豆つかみゲームをすることで楽しみながら学習を行った。 

 教育実習生が来られたため，特別活動の時間に５年生を対象として「はしを 100％使いこなそう」とい

う指導を実施してもらった。はしの機能には，「切る」「つつむ」「さく」など約 15 種類あり，ティッシュ

を使って実践した。 

 全校朝会では，食べ終わった後の食器の返却の仕方について話をした。決められた場所に片付けること

や，自分が汚したものは拭いて返すことなど，食べ終わった後の行動も食事のマナーであることを伝えた。 

 

 

 



４ 「ひろしま給食１００万食プロジェクト」の取組について 

 

 

①「ひろしま給食」の提供 

10 月 14 日(日)から始まった「ひろしま食育ウィーク」に合わせて， 

ひろしま給食を提供した。10 月の食育の日に実施した「ひろしまオール 

スター★坦々丼」は，少し辛めの肉みそに，後からレモンの酸味を感じる 

ことができるとてもおいしい一品であり，児童にも好評であった。 

 

 

 

 

 

 

①中学生が考えた「ひろしま給食」のレシピの活用 

中学校２年生の生徒が「ひろしま給食」に応募したレシピを頂き，給食センターで調理員さんと検討後，

坂町内全ての学校で提供した。また，ユニークな料理名やひろしまらしさを感じるメニューなどを給食だ

よりで紹介し，啓発を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【食育黒板でアピール】 

 丼ぶりにしたり麺に
かけたりするなどい
ろんな食べ方ができ
るよ♪ 

広島らしさを感じ

るすばらしいメニ

ューばかりです♪ 



５ 取組に対する成果と課題 

 【成果】 

今年度の食に関する実態調査のアンケートから，主食・副食・副菜がそろった朝食を食べている児童の割合

は 56.3％と前年度と比べて 1.4％上昇した。児童，保護者に対して両方面から指導を行ったことで，効果がみ

られたと考える。 

食事のマナーに関するアンケートでは，食事の時，食器やはしの持ち方のきまり，よい姿勢で食べるなどマ

ナーを守って食べていると答えた児童は 91.7％と 9.5％上昇した。先生方の協力と，各学年に指導を実施する

ことができたため，全体の意識が上がったからであると考える 

 「ひろしま給食」を毎年 10 月から 11 月を中心に給食で提供したり，今年度は中学校とも連携して活動を行

ったりしたことで，広島県産の食材を知っている児童の割合が97.1％と昨年度より13.6％上昇していた。継続

した指導の効果と，児童，生徒を巻き込んで実施する活動の良さを感じた。 

 

 【課題】 

主食・副食・副菜がそろった朝食を食べている児童の割合が56.3％と，目標の6割にいかなかった。朝ごは

んの大切さについて理解しているが，バランスのよい朝ごはんとなると様々な条件が必要になるため，難しい

現状であると感じた。 

 

６ 今後の取組に向けた改善方策について 

 主食・副食・副菜がそろった朝食を食べている児童の割合を約 6 割にするために，指導後の評価をするこ

とが必要であると考える。学校での学びを家庭へつなげるために，朝ごはん調べなどを実施することで，少し

ずつでも習慣化を図ることが大切であると考えるまた，児童が正しい知識に基づいて自ら食品を選ぶことがで

きるように指導を実施することや，手軽に作れる朝ごはんレシピを継続的に啓発していくことなどがある。さ

らに，長期休業中に，朝ごはんに関する課題を設定したり，料理教室を開催したりするなど，実践力を育てる

ことが大切であると考える。 

 

 

 

 

 

 


